
浸
水
ミ
林
木
税
子
の
発
芽
に
就
て

帝
室
林
野
局
林
業
試
験
場

長

谷

l
 
i
 

---F 

孝

自
然
に
於
て
は
年
々
巨
富
岡
の
種
子
・
か
林
地
に
散
布
せ
ら
る
L
a
b
.
少
し
〈
豊
細
に
之
沿
観
察
す
れ
ば
其
中
に
は
最
初
よ
り
韓
穿
h

リ
無
き
ム

の
あ
り
。
或
は
発
芽
カ
を
有
す
る
も
林
地
に
於
て
芽
を
出
す
べ
き
時
期
鑑
に
其
力
を
失
ふ
色
の
も
亦
砂
な
か
ら
ま
る
ぺ
し
@

選
心
、
ヒ
ノ
キ
、
八
十
五
年
生
の
母
樹
一
本
に
録
す
る
一
回
の
錯
質
量
を
調
査
し
た
る
一
例
お
18.ぐ
れ
ば
傭
果
の
を
量
三
十
三
立
に
し

τ

是
れ
よ

O
脆
障
せ
る
種
子
量
八
立
、
約
八
十
七
高
粒
あ
り
た
る
a
h

其
mR芽
率
は
僅
か
に
一
O
U
N
な
り
し
が
放
に
此
の
場
合
最
初
よ

O
鐙
芽
指

力
な
き
も
の
は
置
に
七
十
八
高
位
な
る
べ
し
。
而
し
て
麹
h
v
八
高
七
千
粒
さ
推
も
、
葉
線
て
が
必
歩
し
も
林
地
に
於
て
量
〈
量
穿
h
却
を
保
持

す
ば
ら
さ
芯
令
d
J

引
か
ら
歩
。

例
A
明
J

ば
、
ヒ
メ
キ
‘
及
サ
で
7
、
精
子
を
多
期
.
白
四
十
日
間
林
地
に
置
き
て
礎
芽
カ
の
保
得
を
調
べ
た
る
所
に
よ
る
色
、
一
般
に
南
面
に

て
膚
定
直
射
の
烈
し
き
山
腹
・
或
は
埠
崎
の
水
温
側
地
等
に
於
て
は
著
し
〈
島
町
穿
力
を
漏
識
せ

ιむ
る
偏
向
あ
の
。

aR穿
力
九
一
%
の
と
〆
キ
種
子
を
谷
聞
の
渦
潤
泡
じ
置
き
に
る
巳
箸
L
t
a帽
穿
の
聴
力
he失
ひ
甚
し
き
は
僅
か
に
一
%
前
後
さ
な
れ
る
も

の
あ
り
。

凡
ぞ
俊
芽
力
の
喪
失
は
樹
種
‘
成
熟
の
度
、
其
他
個
慢
の
性
質
に
依
り
て
一
様
な
ら
5
る
べ
し
さ
雄
も
夏
ら
に
.
水
、
温
席
、
酸
素
、
党

傾
の
矧
何
.
或
は
有
害
生
物
の
単
曹
等
も
亦
主
要
因
子
ざ
し
て
児
遁
ミ
か
・

3る
も
の
あ
る
ぺ
'ua

浸
水
と
線
本
種
子
の
奮
努
に
鷲
て
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第 表

種 続l冨一週間穫の畿芽寧 l槌り謝罪苧持|備
週 i第一週第遡 i第四週 の

考

1 。 0.6 9.2 3.6 ]11 1:1.4 飽競1:ハ
ヒ。ノキ
NO.l 2 。 tJ3.2 仏4 O.l! 8 13.8 四百倍ウスプルシ中

3 。 り 1.2 2_6 18 :1.8 
三時間浸漬

1 。 。 0.6 1.2 16 1.8 2.ハ鏑民五事内外
NO.2 2 。 2.6 2.8 0.8 ]0 6.2 

3 。 。 06 2.4 ]6 3.0 J冷水中二十四玄時
間浸漬

1 。 8.8 13.2 4.0 10 26.0 
NO.3 2 0.2 19.8 !.'.o H.6 7 22.4 3.ハ無浸漬

3 。 12.4 9.2 3.0 ]0 24.6 供ト試ス料ハ.テ五百粒



1 0.2 10.4 2.0 0.2 7 12.8 
No. 4 2 0.6 W.り 1.2 0.2 7 12.0 

・3 。 5.4 3.2 0.8 10 9.4 

1 0.2 3.6 7.8 5.0 7 ]6.6 
NO.5 2 。 76 LO 。 s 8.6 

3 。 3.0 5.8 3.6 10 12.4 

1 。 7.6 0.8 0.2 9 8.1， 
No.6 2 (1.2 6.4 0.2 0.2 7 7.リ

3 。 4.4 2.8 0.8 9 8.0 

1 。 9.0 3.4 0.6 10 13.11 
No.7 2 1l.4 7.2 0.2 。 6 9.8 

3 り 1.8 4.4 0.6 1': 6.8 

1 。 6.0 :S.2 0.2 10 9.4 
No. 8 2 1.6 7.4 。 {。 6 9.0 

3 。 3.4 1.6 0.6 10 1>.6 

1 。 17.2 2.0 0.6 8 19.8 
ス ギ 2 。 18.4 1.4 " 8 19.8 

8 υ 4.2 ]].2 0.8 10 16.2 

アカマツ 1 3.6 43.4 14.6 ]3.2 7 74.8 
NO.l 2 23.2 f>4.4 3.8 1.8 6 83.l! 

3 4.8 43.l! 11.4 J2.0 7 71.4 

1 1::.4 1>].2 7.o 1.6 5 73.8 
NO.2 2 25.4 1>2.6 3.!J 。 6 81.11 

3 υ 70.2 10.2 2.0 8 8l!.4 

クロマツ 1 ]8.0 68.2 4.6 0.6 5 91.4 
No. l 2 30.0 63.8 2.4 0.4 5 96.6 

3 。 82，fi 7.4 1.リ 8 91.0 

1 9.0 52.6 4.6 0.6 4 668 
No. ~ 2 41.4 54.0 1.4 υ 5 96.8 

3 。 87.0 3.6 υ 8 拘.6

銚争さ，.OJ稔*脂f十Q億株!.!領ν 川国1
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第 表

貯蔵方法l配列臨月日 l貯譲間際2稼i締欄l師事 備 考

量低水
1 H S 日品

11 12 66 2-' rl 供試約敏 21似轍
2 $ 11) 2b [)o 28 96 
8 4 1 141 47 主6 tl4 
4 4 15 155 4.5 13 73 
5 b 1 171 35 lo 80 
6 5 16 186 :t'.l 18 23 

地車震
1 s 8 112 66 24 9i 

地中がテル1億貯1米五中ノ個市月併所-=埋見<..5巌タ.セル〕ルモノ2 it 15 l~ó 54 26 93 =シ 毅メ ヲ モノア
s 4 1 ] 41 39 29 80 

稀供_1J_試切夕 日 ヲ以テ4 4 la 155 26 28 98 トセリ
5 b 1 171 18 2l 99 位数17o偉立トス

陸Jドさ43星~EEペ'(<4蜘*1!講義書面!..l...)¥J単調将・(lt JltJ~陣令。
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第 表く1)

樹 I~~Þ 護芽 醒温 J畿芽種 詑貌 i“I 7-9 : 10 -12113-15IL6-181ω件担125-27128-3 鰍 率|桂聖要日数セシ 備 考

1 。9 198 125 60 18 2 。。。412 87.8 6 
流組3署?六旧2 い 372 457 55 16 7 2 11 。911 91.5 5 

3 。288 477 82 20 8 UI 。11 。888 89.0 4 
4 。4::{) !l53 50 8 5 4 1 。。857 85.7 4 
1 。。411 42 33 24 4 2 。~ 14& 35.6 7 4......7:1 11 
2 。89 117 78 33 :z1 11 5 “ 。354 37.7 5 

ホ下供浪試詞1悦S3F(0無C1F漫岨ι歪薗噛i，b、o副Cト監スヨ以3 " 27 131 92 
~;6 31 7 3 。。:{~7 37.5 b 

4 u 1'1 33 31 20 。。。406 34.1 5 

端粍AI~主将酷+Q捕者i'I!1錫ν 111 !;gJll1 



~争毛久J:!t+モ抽トー泌総!.l鑓ν 川gJa

第 表に2)

程暗 種
E貌 凶 |い“-6引|弘7-91wω0仏叫山-1臼中2

備 考

流水〈上水く昭〉和奇=襲平成六鐙周〉1 。21 187 121 38 8 9 1 。。385 79.8 4 
2 。82 2u8 64 16 6 b 。。。38L 4 

1・・・・・・無浸漬
s 。157 162 46 11 4 4 。。υ 384 4 

4 9 I 226 109 16 7 2 (1 。1I 369 763 3 2..・H ・24時間浸漬
3……72 ， 

5 31 237 53 14 7 u 。1 。。343 71.2 I 3 4......144 " 
5......216 n 

1 。。4 12 10 1 1 。。。28 5.6 7 
2 。1 8 6 8 3 2 。。り 28 5.6 6 供詫料 5凶t:I
3 。。6 11 14 1 1 。。。33 6.6 7 
4 1 16 20 7 8 2 1 。。。55 11.0 3 
5 。30 27 7 5 4 。IJ 。IJ 73 14.6 4 
1 1 21 49 29 14 7 24 9 7 7 180 36.0 3 

2 4 89 76 35 37 2o 17 42 ~ 13 3ti2 62.4 3 

3 8 I 118 84 37 43 ]7 22 27 。10 393 78.6 3 
4 19 150 80 29 39 26 25 24 。8 41b 83.0 
5 19 158 54 36 10 6 7 6 。1 :J08 61.6 3 

ーー」一 一



第 表〈め

滋 日 夜穿経過|蹴 lif
濁詑按凶 |ι6J 7-O!IO-12jUJ-1511叩 119-21

備 考

:'.8 。 。 。 。 。 。 71 83，; u 1......無浸潰

11 1. 20 I 47 10 。 u 。 。 。 78 83.9 4 2…・・流水(上水〉浸潰
。 8 1 り 。 U 。 。 83 92.2 4 3・・・…腐敗水 ρ 
tI 411 I 26 4 2 。 。 。 。 。 81 81.1 4 4・…・・生理的食堕水。
。 :.6: 37 11 1 。 。 。 。 。 85 82.6 4 5…・・殺菌水 。

浸演時間・・・・・品時間

1 。 。 4 13 13 5 5 2 。 υ 42 41.6 8 試斜ノ都合=依P供試歎
2 。 。 6 9 !rl 11 7 ‘“ ' 2 。 64 646 7 ハ1(賂狩トス

スギ S 。 2 2 12 13 7 。 s 2 。 4] 41.4 6 (昭和三年六月】
(1 o 13 12 7 4 1 1 2 り 45 46.4 6 
。 17 8 5 1 1 。 。 45 44.6 6 

。 7 i 9 6 6 s 2 1 4 1 41 39.4 4 
り 20 I 12 8 4 2 2 6 2 。 56 54.3 4 
U 9 13 。 1 兄 2 o 66 64.7 4 
(1 12 I 14 5 6 4 2 1 1 46 47.1 4 

8 tJ 10 5 4 1 2 2 3 61) 54.4 4 

自信栄..v:lt~甑*，E;泌総ば錫ν 111m附
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第 表 く・1)

ヒ y キ

浸漬底理 ft'挽 |郵|芽は lい“-6引l 悶 i同1叩0ιM凶-1臼沖~~3-15116-18119-2]122-24125-27128-30Ill~ I~設益 聖率F 備 考

無浸漬
。 44 17 7 1 1 。。245 95.3 b 言E故中

1 。66 143 44 9 2 。2 。。266 96.7 8 L・h ・.24時間漫潰
2 り ]80 55 3 2 2 。。。。242 96.4 4 
3 10 ]90 16 4 2 3 (1 1 。。226 96.2 :i 2......7:!. " 

制i 4 76 132 17 5 。。E 1 。。232 95.fj 2 3......144 " 。 54 169 10 4 2 1 。1 。。241 93.1 3 
6 53 119 ~8 4 2 1 8 。U 。:l10 83.3 2 4... ..216 " 
1 。127 i 98 14 4 2 。。1 。246 97.2 5 6 ・・....36() " 
2 。 13 1 1 。1 。。233 92.5 4 6..・H ・720 " 

務
8 。 14 3 1 。。。。237 93.7 4 
4 。121 I 64 17 6 1 。1 。。199 84.3 4 供試料 30(取
b 。 ]2 6 8 1 。。。191 64.5 4 
6 。:7 i 74 1!i 11 2 b 。。。128 50.4 b (昭和四年五月 J

開!
1 。87 140 20 2 z 6 。。。257 97.7 5 
2 。161 68 l!i 2 。。。1 。248 96.1 4 
お 。209 :11 6 2 。。。 。249 96.1 4 
4 。20:{ 52 9 4 。I 1 。。270 89.7 4 
5 。 9 4 2 2 。り 。224 80.3 4 
6 。38 I 67 41 9 2 2 。。。159 62.4 5 
1 。.67 I 108 37 7 3 。。1 (1 243 00.8 5 
2 u 142 106 1杭 1 1 。。。。266 96.0 5 
3 。181 42 6 3 f) 。。。。232 98.3 4 
4 10 159 41 I 8 。1 。。。2~0 95.2 3 
5 。219 29 2 1 4 。'1 。。25・， 93.1 4 



;7. ギ

ト漫漬慮理 貌凶 |ι6fω /10-12 
援総芽数 ||僻-窒1詫H長EL 備 考

無浸潰 。1 10 38 39 29 44 8 5 。174 95.1 6 
。67 65 16 12 11 。2 。。173 97.2 5 。110 42 6 1 1 1 1 。。lti2 似).5 4 

流
31 125 18 4 1 。。。。。]79 96.2 • 3 
69 66 13 3 1 。。。。。15:! 97.4 3 
41 78 7 5 1 3 1 。。。1司6 91.9 2 
15 83 47 3 。。1 。。。150 9(1.4 3 
。52 73 ~3 11 6 1 。。。166 96.1> 6 
o 77 62 8 1 。 。。。149 89.2 b 
2 ]25 20 品 1 4 1 。。。]58 !17.5 。65 44 26 11 2 2 3 。。15:: 95.6 4 。43 47 33 10 7 1 1 り 。142 91.0 島。b 36 32 7 8 3 。。。86 78.2 
。47 日1 29 邑 b 2 。。。179 日6.8 5 。92 53 17 5 1 1 。。。169 89.9 B 

鉢宮正義 宮 10o 29 5 3 。I 。。。145 95.4 竜宅】1

運~ j!i ~ il 4 (l 83 67 20 9 。4 。。。183 95.8 4 
5 。25 50 40 12 7 2 。1 。137 91.3 4 
6 。4 50 29 20 7 2 1 。。 8 

1 。86 62 11 8 。3 。。。160 ~ 95.8 5 
殺 菌水12 o I ]02 61 

18 2 。。。。 ]84 93.4 4 
2 1 137 26 5 2 1 。。。。]72 !J5.o 8 
4 。114 37 12 。1 。1 。。161> 91:>.4 4 
5 。44 72 16 8 2 。1 。141 95.9 6 

総長，..lJ話帳婦仲~総事j<:!2幸福ν llIgJ~ 
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Ire~1 議芽鍵渇 蹴|番T漫漬慮llI!詑由理 1-31“17-911山 11::日116-181削料2412問 i草刈
重量芽 備 考

無浸潰 。40 109 説} 古4 7 4 s 5 。222 。78.7 8 
u I HO 87 19 8 5 5 2 。。266 90.S o 
o 1 203 61 112 J 
。3 。。。。279 95.9 4 

流
19 22:l 24 1 。1 1 。。285 94.7 3 
16 188 50 11 1 。。。。267 96.0 3 
13 200 27 25 4 4 。1 。275 811.:1 3 
tlu 16!l 14 8 1 2 1 。。。251 89.6 s 

87 20 7 8 8 ・1 。。236 82.2 5 
o 1 88 120 3o 10 6 1 1 1 2 264 89.2 。

潟水 ls2 。120 82 29 18 6 3 。。。257 117.4 4 
I ~ o I 109 112 20 9 

。2 l 。。253 87.8 4 
27 7 。2 1 。l!25 78.2 4 

01 35 1 75 66 12 1 1 。。。19u 61.5 5 
0190: 66 il3 18 8 2 1 3 1 220 86.3 5 

01161109 25 7 4 2 。 11 2o6 112.0 4 

林2彦地主土重液簸 3 o 1 115 1 79 
30 4 5 5 。。241 86.1 4 。125 59 39 8 3 4 2 s 。243 民2.4 4 

5 υU9  H 8 。4 () 1 2 。219 80.:l 4 . 
16 。42 54 56 12 。。。。165 59.6 5 
1 (1 38 118 4(j 18 111 6 4 a 。243 111.3 。
2 。25 120 1)3 29 2 3 1 。1 234 83.3 b 
3 。111 78 34 15 8 2 品 。。243 8111 4 
4 。10; 72 40 14 5 5 。。。'241 83.1 4 
5 。211 88 1)7 ]5 4 。1 り 。204 67.8 4 
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， 同 萄芽恒量ヰ掛pe
哲要白霊書せ生F し震潰島理

μ|ω7-11 110 1:1113-叩 • 考

無渉漬 。2 31 76 52 27 29 5 7 。229 !!7.4 6 . 
1 。34 1:18 59 26 2] 13 13 7 。261 92.9 t主
2 。~6 150 57 23 2.) 8 4 2 2 297 90.8 5 

流
3 1 97 83 28 9 18 7 s 6 。254 90.4 3 
4 2 79 77 39 22 18 15 6 2 。260 92.9 8 
5 1185 49 38 24 11 20 6 6 2 242 84.9 3 
6 。。 ]5 19 JO 2 6 。。。52 19.5 7 
1 。15 58 66 24 ]8 17 4 2 205 93.6 5 
2 。9 ト9 07 36 25 13 官 3 。241 77.7 5 

籾 3 。26 66 34 48 10 11 8 2 。200 76.3 4 
4 。7 52 62 29 19 23 ]8 5 。215 83.3 8 
5 2 2 14 1o 54 11 ~8 9 28 。164 6L9 3 
6 。。。4 8 2 2 。。。16 6.0 10 

蓄営襲!

1 。9 68 90 211 24 13 4 4 。241 941 5 
2 。】l 1飢} 73 ]4 22 12 4 1 2 239 82.7 。
3 。13 84 62 44 27 5 6 1 。242 86.7 5 
4 。10 65 31 42 25 16 7 。2V¥ 79.8 6 
5 。2 24 36 o8 9 26 6 23 1 148 73.3 6 
6 。30 。1 4 2 5 1 1 () 44 15.8 6 
1 。6 39 52 31 20 39 21 6 1 215 87.0 6 
2 。。42 52 35 20 38 12 3 。202 8o.l 7 
2 。]5 41) 76 58 ~(J 14 II 5 。254 87.6 5 
4 。2 31 45 71 18 13 9 1 。190 70.1 6 
5 。5 24 45 39 5 16 7 13 6 159 60.u 5 
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第 四

一
霊試料 慮

サハラ

純水中=浸漬

高m滅菌穏ユテ殺菌シタル潟水中=浅漬
ライヘルト浦温器=ヨル潟水ノ繍液中=浸潰

五分間煮務セル潟水中=浸漬

潟水中=浸漬

流水中=浸漬

uff水浸演中絶エズ厳素ヲ供給シ炭酸瓦斯ヲ除去セルモノ
無浸漬

種子

義

援脚|備 考

:157-" !専導水使用・水温17ーllJOC.浸潰72時
t 問。以下同断

33.2 ーヶ月敏置セ)!.-摺水使用

:33.8 

36.2 

355 

37.7 上水道使用

37.8 

42.5 

試 料 庭 置 後芽率 備 考

Acbromohacter delictatulum ノ;繁殖セル水中=浸潰 30.4世|漫画員7~持問
Hacillus prodigiosus " 24.4 

サハラ
Hacillu' subtilis " 32.5 

種 子 Phytomonas ~o.2 " 21).3 

無差蓄積 44.2 

挽争奇心 tt*lfft十Qa題担~!.!おい 111附!
， 



浸
水
と
綜
本
種
子
の
脅
妙
に
就
て

三
五
二

抑
々
浸
水
に
基
く
健
芽
力
減
退
の
原
因
に
は
種
々
あ
り
。

〉
宮
何
回
L
-

ロ
ロ
ヱ
由
〉
究
コ

氏
等
は
前
記
.
4
ン
グ
シ
豆
の
試
厳
に
於
て
輩
芽
力
の
減
退
栓
細
菌
の
作
用
さ
炭
酸
凡
新
ご
に
蹄
し
・

コ・。・

P
一
切
C
?
F
w
h
F
h

氏
は
二
較
的
に
酸
素
の
不
足
。
微
生
物
の
代
謝
生
産
物
の
毒
作
用
、
及
種
子
内
容
の
法
出
等
ヤ
指
摘
せ
り
。

余
は
林
木
種
子
に
批
て
此
れ
等

ω勤
々
調
査
中
な
る
も
、
ず
で
フ
種
子
に
到
し
て
既
に
得
た
る
成
舗
に
依
れ
ば
.
酸
素
不
足
の
害
は
短
時

聞
に
斡
て
は
認
め
雌
き
も
細
菌
の
泌
響
は
柑
常
顕
著
に
し
て
卸
ち
、
七

O
乃
至

-
0
0時
聞
の
浸
漬
試
融
の
結
果
に
依
れ
ば
、
水
中
に
酸
素

を
供
給
し
炭
酸
瓦
斯
を
除
去
せ
る
も
の
さ
然
ら
ぎ
る
も
の
・
こ
の
間
に
は
著
し
き
差
異
色
乞
認
め
ぎ
り
し
も
.
水
中
に
細
菌

ω繁
磁
せ
る
も
の
さ

否
さ
の
場
合
に
在
。
て
は
浸
演
後
の
縫
芽
力
に
可
な
り
の
相
濯
を
臨
め
得
た
り
。

浸
水
に
依
も
種
子
内
容
の
法
出
に
闘
し
て
は
既
に
農
作
吻
種
子
に
就
て
測
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
あ
る
べ
し
さ
雄
、
余
は
試
に
色
調
・法
に
依

り
川
六
・
五
の
純
水
に
、

?
?
7種
子
を
浸
潰
し
其
後
に
現
は
る
L
水
素
4
オ
ン
潰
度
の
聾
化
令
眠
た
る
に
浸
水
後
二
十
四
時
間
後
一
日
は

五
・
二
に
し
て
七
十
二
時
間
以
後
仏
於
て
は
五
・

O
さ
な
り
、
生
活
力
な
き
種
子
に
於

τも
略
同
様
の
矧
向
を
示
せ
り
c
以
て
種
子
内
容

ω法

出
品
官
窺
知
し
得
べ
し
。

新
の
如
く
一
短
時
聞
の
浸
水
心
於
て
も
種
々
な
る
原
因
じ
依
て
種
子
は
其
礎
芽
力
を
誠
唱
渇
す
る
も
の
あ
る
や
以
て
賓
際
林
地
の
水
機
個
所
じ

在
り
て
は
此
等
の
原
因
巳
基
き
て
健
芽
力
t
q
喪
失
す
る
も
の
亦
砂
か
ら
ぎ
る
べ
し
。

遊
に
浸
水
に
刷
物
し

τ倫
考
慮
す
べ
き
は
狩
芽
床
の
含
有
水
分
量
な
り
。

一
般
じ
豊
芽
旅
の
合
水
量
は
其
刊
か
箇
町
水
蹴
態
の
六
十
乃
至
八
十
%
を
直
属
度
ざ
し
.
水
分
不
足
す
る
場
合
に
は
隈
令
温
度
酸
素
の
供
給
等

あ
る
も
遁
じ
積
芽
す
る
施
は
ぎ
る
さ
同
時
じ
.
水
分
渇
多
な
る
鑑
合
じ
在
h
v
て
h
亦
発
芽
極
め
て
咽
輝
に
し
で
成
以
徒
ら
じ
俺
水
膨
大
し
・



種
皮
別
裂
し

τ内
察
の
一
部
品
官
露
出
す
る
も
の
あ
り
。

例
へ
ば
石
英
細
砂
の
昌
明
芽
床
合
水
量
を
飽
水
賦
憩
よ
り
夏
ら
に
其
二
十
乃
五
七
五
十
劣
滑
量
し
て
輝
氏
二
十
三
凶
度
中
に
置
き
、
之
れ
じ
健

令
な
る
ヒ
ノ
キ
種
子
を
播
下
し
た
る
に
.
多
く
の
も
の
は
三
回
目
じ
し
て
吸
水
膨
大
し
て
種
皮
似
裂
し
内
容
の
一
部
種
皮
外
に
露
出
せ
る
も

・
其
後
匝
・
」
伸
張
す
る
槙
犠
な
〈
、
引
撞
踊
き
数
日
を
経
る
も
依
然
ざ
し
て
夏
ら
に
礎
芽
を
見

5
る
も
の
あ
り
。

依
て
之
t
q
水
分
遁
量

ω縫
芽
床
じ
移
し
た
る
に
忽
ち
じ
し
工
発
芽
生
育
し

τ些一
ω異
賦
セ
畢
一
せ
?
。

探
れ
共
若
し
之
れ
そ
乾
燥
・
せ
る
砂
床
成
は
吸
水
紙
上
巳
枚
置
せ
ば
容
易
に
萎
凋
枯
死
す
る
じ
至
る
べ
し
。
而
し
て
水
分
温
多
の
蹴
雄
じ
て

櫨
積
置
床
せ
ば
容
易
に
細
菌
類

ω襲
撃
を
薄
。

τ頓
て
腐
敗
し
去
る
じ
至
る
べ
し
。

春
期
温
暖
の
候
愈
々
降
水
あ
り
て
林
地

ω合
水
枕
腰
湯
多
な
る
が
叩
き
場
合
に
は
、
以
上
の
経
過
b

旬
以
て
山
崎
は
絡
芽
を
阻
止
し
戒
は
其
力

'
そ
喪
失
す
る
，
か
飢
き
場
合
亦
砂
か
ら
ぎ
る
べ
し
。

凡
そ
林
地
に
於

τ稚
樹
殺
生
の
有
無
伝
観
察
し
.
接
近
せ
る
こ
ケ
所
じ
於
て
一
は
稚
樹
の
笹
生
セ
見
、
他
は
之
れ
を
見
ぎ
る
が
如
き
場
合

其
原
因
果
し
て
那
港
に
あ
の
や
は
更
新
上
甚
だ
興
味
あ
る
問
題
に
し
て
越
か
に
知
る
得
は
宇
さ
雄
.
荷
も
稚
樹
の
礎
生
を
論
ぜ
ん
さ
せ
ば
先

以
て
種
子
の
血
肉
芽
力
如
何
を
探
究
す
る

ω醤
あ
る
べ
し
。

遊
に
林
木
祖
子
殺
芽
力
保
存
に
及
ゆ
す
水
の
彰
悼
を
隠
し
て
本
問
題
考
究
の
一
助
た
ら
し
め
ん
さ
す
。

浸
水
と
綜
本
軍
チ
の
麓
芽
に
就
て

三
五
三


